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「
野
菜
づ
く
り
は
子
育
て
に
似
て

い
る
」
と
話
す
由
美
さ
ん
。
育
て
る

側
の
都
合
を
押
し
付
け
る
の
で
は

く
、育
つ
側
の
良
さ
を
引
き
延
ば
す

こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
い
う
。

　

有
限
会
社
か
さ
い
農
産
で
、野
菜

の
栽
培
と
営
業
を
中
心
に
働
い
て
い

る
。
土
壌
分
析
、
接
客
、
事
務
と
あ

わ
た
だ
し
い
毎
日
を
送
る
。

　

家
に
帰
れ
ば
４
児
の
母
と
し
て

家
族
と
向
き
合
う
。
ど
ん
な
に
忙
し

く
て
も
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添

う
こ
と
を
信
条
に
し
て
い
る
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
多
い
。
思
い
が
相
手

に
伝
わ
る
う
れ
し
さ
は
ひ
と
し

お
。
こ
れ
か
ら
も
得
意
分
野
を
伸

ば
し
た
い
」
と
前
を
向
く
。

Chase Agriculture Girl
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菅原由美さ
ん

profile すがわら・ゆみ

1985年花泉町生まれ。市
内の高校を卒業。販売員、
医療事務を経て2007年か

ら有限会社かさい農産の

スタッフとして働く。

花泉町永井

菅原真美さ
ん小山亜希子さ

ん藤森ゆかさ
ん阿部好美さ

ん

C a s e  0 5

ポジティブになれるつながり
を自分で作る

子育ても仕事も家事も全部楽
しむつもりで

採取したエッセンスを暮しに
循環させる

オンとオフを使い分けて短い
時間を充実させる

アイデアが生まれる心地よい
スピード感が好き

3 つのこだわり／ Three Rules
1_相手の立場で物事を考える／ 2_

体が資本。健康は意識を前向きにし

てくれる／ 3_くよくよしない。笑顔
を絶やさない

3 つのこだわり／ Three Rules
1_毎朝しぼりたての牛乳を飲む／
2_夫と二人の時間をつくる／ 3_食
事のときはテレビを消して、家族と

の対話を楽しむ

3 つのこだわり／ Three Rules
1_ゆっくりコーヒーを飲む／ 2_好
きなものに囲まれた空間をつくる／
3_直射日光は大敵。農業女子とい

えど美白な肌を目指す

3 つのこだわり／ Three Rules
1_早寝早起き。質の高い睡眠を／
2_大好きな音楽でモチベーション

をアップ／ 3_友達や家族との時間
を大切にする

3 つのこだわり／ Three Rules
1_休日はボーっとする時間を作る

／ 2_ゆっくりと風呂に入ったり、ア

ロマオイルを使ったりしてリラック

スする／ 3_スポーツで汗を流す

農
業
女
子
と
い
う
選
択

結
婚
、
後
継
者
、
新
規
就
農
。
彼
女
た
ち
が
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
さ

ま
ざ
ま
。
し
か
し
、
地
域
、
環
境
、
食
を
支
え
る
農
業
の
プ
ロ
で
あ
り
た
い

と
い
う
意
識
は
同
じ
。
生
き
生
き
と
し
た
彼
女
た
ち
の
日
常
を
紹
介
す
る
。

profile すがわら・まみ

1990年花泉町生まれ。市
内の高校を卒業後、販売員
を務める。雅継さんと2011

年に結婚。2児の母として

育児と酪農に励む。

大東町大原

profile おやま・あきこ

1984年川崎町生まれ。大
学卒業後、花巻市で営業職
に就く。2011年に U ター

ン。祖父母と共にトマト栽
培に取り組む。

川崎町薄衣

profile ふじもり・ゆか

1992年室根町生まれ。高
校卒業後、有限会社かさ

い農産に勤務。学さんと

2013年に結婚し、ふじっ子
ファームに就農した。

藤沢町藤沢

profile あべ・よしみ

1981年平泉町生まれ。大
学卒業後、仙台市で働く。
2008年に峰岸ファームの

社長に就任。以来、直営店
「農家茶屋」を経営する。

平泉町

　

「
自
然
と
動
物
が
好
き
。
牛
の

世
話
も
草
刈
り
も
楽
し
い
」
と
笑

顔
を
見
せ
る
真
美
さ
ん
。

　

結
婚
を
機
に
酪
農
の
世
界
に
足

を
踏
み
入
れ
た
。
実
家
は
非
農

家
。
初
め
て
子
牛
の
死
に
立
ち

会
っ
た
と
き
は
心
が
震
え
た
と
い

う
。
就
農
か
ら
４
年
。
二
人
の
子

宝
に
も
恵
ま
れ
た
。

　

育
児
に
追
わ
れ
る
合
間
に
自
己

啓
発
本
で
知
識
を
深
め
た
り
、
ト
ラ

ク
タ
ー
と
ト
ラ
ッ
ク
の
免
許
取
得
の

勉
強
を
し
た
り
と
、
地
道
な
努
力
を

欠
か
さ
な
い
。「
牛
舎
を
き
れ
い
に

す
る
と
乳
量
が
増
え
る
。
ま
だ
、

で
き
る
こ
と
は
少
な
い
け
れ
ど
、

こ
れ
か
ら
も
夫
と
の
共
同
作
業
を

楽
し
み
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　

高
齢
の
祖
父
母
を
助
け
た
い
。

「
わ
た
し
が
い
な
く
て
も
会
社
は

回
る
。
け
れ
ど
、
祖
父
母
の
畑
に

は
わ
た
し
が
必
要
だ
と
思
っ
た
」

亜
希
子
さ
ん
は
花
巻
市
で
働
い
て

い
た
当
時
を
振
り
返
っ
た
。

　

考
え
た
末
、
会
社
を
退
職
。
祖
父

母
の
暮
ら
す
川
崎
町
で
、全
く
経
験

の
な
い
農
業
の
道
を
歩
み
出
し
た
。

　

就
農
か
ら
５
年
目
。
３
棟
の
ハ

ウ
ス
で
汗
を
流
す
。
農
業
を
通

じ
、
自
分
が
生
き
て
い
る
こ
と
を

実
感
す
る
と
い
う
。
栽
培
だ
け
で

な
く
、
自
慢
の
ト
マ
ト
を
カ
フ
ェ

に
売
り
込
み
、
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え

て
も
ら
っ
た
。
仲
間
が
付
け
た
愛

称
は
ト
マ
ガ
ー
ル
。「
気
に
入
っ

て
い
る
」
と
ほ
ほ
笑
む
。

　

子
供
の
頃
「
祖
父
母
の
畑
で
大

き
く
育
っ
て
行
く
野
菜
を
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
見
守
っ
た
」
と
話
す

ゆ
か
さ
ん
。

　

結
婚
を
機
に
、
藤
沢
町
の
ふ

じ
っ
子
フ
ァ
ー
ム
に
就
農
。
葉
物

野
菜
を
中
心
に
12
棟
の
ハ
ウ
ス
を

切
り
盛
り
し
て
い
る
。

　
「
毎
日
、
雑
草
と
戦
っ
て
い
る
」

と
苦
笑
す
る
一
方
で「
年
を
追
う

ご
と
に
、
コ
ツ
が
つ
か
め
そ
う
な

と
こ
ろ
が
楽
し
い
」
と
も
。

　

前
職
で
土
づ
く
り
の
大
切
さ
を

痛
感
。
販
路
の
拡
大
、
栽
培
の
難
し

さ
な
ど
悩
み
は
尽
き
な
い
。
そ
ん
な

と
き
は
音
楽
で
気
持
ち
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
。「
家
族
で
楽
し
め
る
農
業
を

目
指
し
た
い
」
と
は
に
か
ん
だ
。

　

有
限
会
社
峰
岸
フ
ァ
ー
ム
の
若

き
社
長
と
し
て
日
々
奮
闘
す
る
好

美
さ
ん
。
自
慢
の
コ
メ
を
加
工
し
た

ど
ぶ
ろ
く
を
直
営
店
で
販
売
す
る
。

　

ク
ッ
キ
ー
、
生
め
ん
、
ア
イ
ス

な
ど
コ
メ
を
原
料
に
し
た
ヒ
ッ
ト

商
品
の
立
役
者
。
六
次
産
業
は
食

品
加
工
・
流
通
販
売
を
展
開
す
る

農
業
の
経
営
形
態
の
一
つ
だ
。　

「
商
品
開
発
に
は
表
示
の
制
限
や
Ｊ

Ａ
Ｓ
認
証
な
ど
、
多
く
の
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
。
必
死
に
勉
強
し
て
い
ま

す
」
と
静
か
に
語
る
。

　

就
農
か
ら
７
年
目
。
仕
事
と
家

事
の
両
立
、
会
社
を
支
え
る
人
材

育
成
な
ど
、
今
後
の
課
題
を
分
析
。

夫
の
勝か

つ

彦ひ
こ

さ
ん
と
二
人
、
経
営
者

と
し
て
舵か

じ

を
取
る
。

❶しぼりたての牛乳は甘くて濃い❷愛娘の真
ま

優
ゆ

花
か

ちゃん(3つ)と優
ゆ

里
り

花
か

ちゃん(1つ)

❶苦手な人も食べられると評判のニンジン「ベータ

リッチ」❷コツコツ学んで資格の取得を狙う

❶せんていバサミは収穫に欠かせない相棒。刃の管
理は怠らない❷休日の息抜きは愛犬ポコとの散歩

❶お気に入りのツールボックス。レインブーツは

他の農業女子とお揃い❷苔
こけ

玉
だま

は観賞用植物の一つ

目指すのは一関だからこそ出来る農業

　農業は一関の基幹産業。市では、農畜産

物の高付加価値化を目指し、6次産業化、販

路拡大など農業所得の向上に取り組んでいま

す。たとえば、一関で新たに就農を目指す人

を対象に、管内の先進農家や農業法人など

での研修を実施。

　また、農村を持続させるため、伝統文化

や風景を生かし、都市農村交流や特産品開

発に取り組む地域も支援しています。詳しく

は農政課、または各支所産業経済課まで。

　これからも集落営農組織を育成し、農業・

農村の活性化に努めます。

小野寺晃一さ
ん

Voice
　2010年の農林業センサスによれば、一関市の総

面積（125,625㌶）に占める耕作面積の割合は12.2%

（18,560㌶）。このうち田耕地面積は約6割（12,288

㌶）を占めている。農業就業者の数は、市人口(約

12万人)の1割を占める1万4千人。

　主な農産物は、コメを中心に、大豆、飼料作物など。

野菜では、ダイコン、トマト、ハクサイ、キュウリ。

花き類でキク。畜産では豚、肉用牛の生産が盛ん。

　地理的には、北上川流域の平地が多い西部で

は、水稲を中心に肥育牛や野菜、花き。緩やかな

丘陵地が多い東部では、野菜、花きを中心に、水

稲、酪農、繁殖牛が生産されている。

およそ 10人に 1人は農業に携わる一関の農業を知る

profile おのでら・こういち

農林部政策推進監として地産外
商や6次産業化の支援に取り組む

問本庁・農政課☎㉑ 8 4 2 6　花泉・産経☎� 2 9 0 8　大東・産経☎� 4 0 8 1　千厩・産経☎� 3 9 6 2
　東山・産経☎47 4 5 2 3　室根・産経☎� 2 1 1 1　川崎・産経☎43 3 6 0 1　藤沢・産経☎� 5 3 1 7

❶どぶろく「兵
つわもの

」。ケロ平パッケージ版は300セット限
定で6月29日発売❷アロマは質の良い睡眠を促す

▼ 3 つのこだわり
働く女性として実践している

こと。心地よく暮らすためのア

イデアを聞いた。生き生きと毎
日を過ごすためのヒントが隠
されているかもしれない。

▼農業女子のオンとオフ
❶は仕事で❷はプライベート

で大切にしているモノ・コト

を聞いた。農業女子の日常と

休日が垣間見える。
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